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１．研究目的 
人は，一人のときにふと過去の醜態場面を思い

出して，恥ずかしさが込み上げてくるという状況

に陥ることがある．これを菅原（1998）は“思い

出し羞恥”とした．菅原（1998）によると，過去

の羞恥体験はときに強い自己嫌悪感を伴い自己の

アイデンティティを揺さぶるほどの不快な体験を

もたらす．また，恥という感情がうつの特徴であ

ることを示す実証的データはかなり多く集められ

ており，国内においても，近年，恥の感情が精神

疾患との深い関わりがあることが指摘されている

（e.g., 北山,1996；岡田・佐々木, 2004）．実際に，

心理療法の実践において，恥と関わる問題が扱わ

れることは非常に多い（Kaufman,1996；Nathanson，
1987；1992）． 

思い出し羞恥は，想起の意図なしに記憶にのぼ

ってくるという点で，自伝的記憶の無意図想起 
（involuntary memory）や心的外傷後ストレス性障

害（post-traumatic stress disorder; PTSD）の中核症

状である侵入想起（intrusive remembering）と類似

している．さらに，思い出し羞恥は過去の体験を

考える必要がない状況において，何度も繰り返し

考えてしまう点において抑うつと関連の高い反す

う（rumination）とも類似している点がある．心理

的問題として扱われやすいトラウマや抑うつと関

連のある侵入想起や反すうと類似していながらも

思い出し羞恥における先行研究はなく，その特質

については未だ考察されていない．そこで，本研

究ではまず国内外で未だ作成されていない“思い

出し羞恥”尺度を作成し，信頼性と妥当性を検討す

ることを目的とした（研究 1）．さらに“思い出し羞

恥”はどのような恥体験から生じるのか，どのよう 
 

 
にして増加・減少・消滅してくのか，学生群と臨

床群を対象にその特質と変化について検討するこ

とを目的とした（研究 2）． 
 
２．研究実施内容及び成果 
研究 1 

 恥の質問紙の中でも，より抑うつ的な恥を測定

する The Experience of Shame Scale（Bernice et a
l.，2002）の 8 つの恥の領域それぞれに「○○に関

して恥ずかしいと感じた時のことを，一人の時に

思い出して，いたたまれない気持ちになることは

ありますか？」という思い出し羞恥について尋ね

る項目を追加し，“思い出し羞恥”尺度を作成した．

信頼性と妥当性を検討するために，作成した尺度

と，恥と罪悪感を測定する TOSCA-A 日本語版（岡

田，2006）を無記名で O 女子大学生 75 名（平均

年齢 18.5 歳）に実施した． 
因子分析の結果，ESS の既存の 3 因子とほぼ同

様の 3 因子と，追加項目である「思い出し羞恥」

因子の 4 つの因子が確認された．さらに 4 因子す

べてにおいて，.89-.94 の高い α係数が算出された

ことから，“思い出し羞恥”尺度の内的整合性は確

認されたと考えられる．また，TOSCA-A 日本語版

との相関分析によって，TOSCA-A 日本語版全体と

shame 項目全体との間に 1％水準で有意な正の相

関が確認された．特に，“思い出し羞恥”尺度全体

と shame 項目全体と相関が最も高かったため，外

的妥当性はおおむね確認されたと考えられる．よ

って，今後は本尺度が臨床実践に活用されていく

ことが期待される． 
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研究 2 

 思い出し羞恥の特質と変化を検討するため，学

生群と臨床群の調査対象者 19 名に約半年間，1 ヶ

月に 1 回のペースで“思い出し羞恥”尺度を実施

した．4 ヵ月間実施した後，同意が得られた協力

者に，思い出し羞恥の変化の原因に関して，半構

造化インタビュー調査を行った．その際，調査対

象者に許可を得て，インタビュー内容を IC レコー

ダーを用いて録音した．調査に要した時間は 50 分

程度であった．調査終了後，謝礼を渡した．調査

対象者は，学生群は O 女子大学生 13 名（平均年

齢 18.5 歳），臨床群は東京都内の開業カウンセリ

ングオフィスの来談者 6 名（平均年齢 36.2 歳，性

別は全員女性）の計 19 名であった． 
質問紙調査に協力した 19 名の得られたデータ

をもとに，学生群と臨床群の量的比較を行ったと

ころ，“思い出し羞恥”尺度全体の得点，行動的

恥得点，身体恥得点，思い出し羞恥得点において，

学生群が臨床群よりも有意に高かったことが示唆

された．次に，インタビュー調査の協力に同意が

得られた学生群 4 名と，臨床群 4 名のインタビュ

ーで得られた逐語記録と“思い出し羞恥”尺度の

恥得点推移図をもとに，事例研究的に個別に分析

した．さらに，得られたデータをグラウンデット・

セオリー・アプローチを援用して分析を行ったと

ころ，思い出し羞恥の『減少』，『増加』，『軽減の

妨げ』の 3 個のカテゴリーが生成された．学生群

では，日常生活における【自己開示】や【自己肯

定】は表層的であることが多いことと，【他者比

較】，【焦点移動】，【上書き更新】は，その恥体験

のみの一時的な対処法であり，他の恥体験には応

用ができないために，思い出し羞恥をする頻度は 
 

 
 
 

少なくなっても，消滅には繋がらないことが推察

された．一方臨床群では，カウンセリングによっ

て深いレベルの自己開示や，セラピストが感情に

注意を向け，感情体験を促すことで，恥体験の根

本である「コンプレックス」や「恥ずかしい自分」

に【直面化】し，徐々に【受容】ができるように

なっていくなど，思い出し羞恥の消滅に繋がるよ

うな対処がみられた．

 
  
 
 
増加の原因について，学生群はあまり明確に感

じていないのに対し，臨床群は，回避や否認など，

自身の防衛の仕方に気づき，その原因を体感して

いることが多くあった． 
両群共通の増加の原因として【反省】とは，否

定的・嫌悪的な事柄である恥体験を長い間，何度

も繰り返し考える「ネガティブな反すう」に近い．

このことから，反すうと思い出し羞恥は類似して

いることが推察された． 
以上の結果から，研究 2 では，学生群と臨床群

において思い出し羞恥の増加・減少・消滅の原因

に違いがあることが量的・質的分析によって示唆

された． 
 
４．今後の課題 
研究 2 において，調査対象者は両群合わせて 19

名とサンプル数が少なかったこと，学生群と臨床

群の年齢の違いがあったことなど，やや信頼性が

低かったことが課題とされる．また，さらなる考

察のためには，臨床群において，思い出し羞恥や

恥だけではなく，抑うつや自尊心などの他尺度の

数量的データも合わせた，より実践的な研究が課

題となるだろう． 
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